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本
書
は
、
二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
作
家
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー

ル
・
サ
ル
ト
ル
を
対
象
と
し
た
「
読
本
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
読

本
」
シ
リ
ー
ズ
の
書
物
で
は
、
狭
義
の
意
味
に
お
け
る
哲
学
者
が
対

象
と
さ
れ
て
き
た
が
、
サ
ル
ト
ル
と
い
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

直
後
か
ら
世
界
的
に
活
躍
し
た
作
家
・
思
想
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
か
も
し
れ
な
い
。

哲
学
者
と
し
て
の
サ
ル
ト
ル
は
、
一
般
的
に
、
そ
の
後
の
構
造
主

義
や
脱
構
築
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
一
昔
前
の
実
存
主
義
者
と
し
て

未
だ
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
サ
ル
ト
ル
を
専
門
と

し
な
い
筆
者
も
、
少
な
か
ら
ず
そ
の
よ
う
な
印
象
を
抱
い
て
い
た
が
、

本
書
を
紐
解
き
、
最
新
の
サ
ル
ト
ル
研
究
を
目
の
当
た
り
に
す
る
読

者
は
、
こ
う
し
た
印
象
が
い
か
に
通
俗
的
で
時
代
遅
れ
な
も
の
で
あ

る
か
、
実
感
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

サ
ル
ト
ル
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
研
究
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
サ

ル
ト
ル
が
死
去
し
た
後
、
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
今

日
、
サ
ル
ト
ル
受
容
が
新
た
な
段
階
に
入
り
、
次
々
と
斬
新
な
サ
ル

ト
ル
解
釈
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
状
況
を
、
こ
の
書
物
は
読
者
に
教

え
て
く
れ
る
。
そ
の
状
況
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
本
書
の
「
編
者

ま
え
が
き
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ー
コ
ー
や
ド
ゥ
ル
ー

ズ
、
デ
リ
ダ
へ
と
至
る
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
の
流
れ
は
、
サ
ル
ト
ル

な
し
に
は
理
解
し
え
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
サ
ル
ト
ル
研
究
の
最
前
線
の
成
果
が
紹
介
さ
れ
た
本
書

の
対
象
と
な
る
読
者
は
、
専
門
家
だ
け
で
は
な
い
。
本
書
は
、
専
門

家
に
は
必
読
書
と
な
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
読
者
に
も

新
し
い
サ
ル
ト
ル
像
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
幅
広
い
読
者
層
を
想
定
し
た
こ
の
書
物
に
は
、
多
角
的

55

沖
本

龍
哉

新
し
い
サ
ル
ト
ル
像
を
求
め
て

�書評
】

澤
田
直
［
編
］『
サ
ル
ト
ル
読
本
』（
二
〇
一
五
年
、
法
政
大
学
出
版
局
）



な
構
成
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
構
成
は
大
き
く
四
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
ま
ず
、
導
入
の
第
Ⅰ
部
「
サ
ル
ト
ル
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ

て
」
で
は
、
二
十
世
紀
の
思
想
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
サ
ル
ト

ル
読
解
の
新
た
な
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。
続
く
第
Ⅱ
部
「
サ
ル
ト

ル
解
釈
の
現
状
」
、
第
Ⅲ
部
「
サ
ル
ト
ル
の
問
題
構
成
」
で
は
、
主

著
『
存
在
と
無
』
『
弁
証
法
的
理
性
批
判
』
の
読
解
、
サ
ル
ト
ル
の

重
要
な
問
題
構
成
を
め
ぐ
る
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

第
Ⅳ
部
・
第
Ⅴ
部
で
は
、
「
サ
ル
ト
ル
と
同
時
代
」
と
題
し
て
、
ハ

イ
デ
ガ
ー
、
バ
タ
イ
ユ
、
ラ
カ
ン
ら
と
の
関
係
が
考
察
さ
れ
る
。
最

後
の
第
Ⅵ
部
「
作
家
サ
ル
ト
ル

文
学
論
・
芸
術
論
」
で
は
、
哲

学
以
外
を
テ
ー
マ
と
す
る
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
巻
末

に
は
、
詳
細
な
文
献
目
録
と
略
年
譜
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
サ
ル
ト

ル
を
読
む
際
に
は
、
お
手
元
に
置
か
れ
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
た
い
。

56


